
 

5 月 14 日、東京で初めてとなる横断的な組織「JAL 不当解雇撤回闘争支援東京連絡会（JAL 闘争支

援東京連絡会）」結成総会に、会場いっぱいの参加者が集いました。冒頭、共同代表の奥山信義さんか

らの挨拶があり、特別報告として「空の安全と JAL 争議の全面解決を支援する茨城の会（茨城の会）」

から共同代表の高松義雄さんにお話をして頂きました。争議団からの現状報告・決意表明の他、規約や

当面の取り組み等が確認され、JAL に早期全面解決を迫る決意を新たにしました。 

尚、総会の場で専修大学の兵頭淳史教授が共同代表になって下さることが確認されました。 
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高松義雄さんは、昨年 12/16 に結成された「茨城の会」の結

成の経緯、教訓や具体的な運動の方針、そして、東京連絡会

結成の意義と今後の展望などを熱く語って下さいました。参

加者からは「この日を待ち望んでいた」「JAL 争議の解決への

大きな力になる確信が持てた」との感想がありました。 

 

JHU 山口委員長が争議の現状報告、宝地戸客乗争議

団事務局長が決意表明を行いました。支援者の皆さん

がこの間着実に運動を作りあげ、「東京連絡会」を結成

して下さったことへの感謝と、全面解決を勝ち取るた

めに更に闘いを強化していく決意を述べました。 

争議団からの決意表明 

特別報告をする高松義雄さん 
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